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の
分
析

　
最
初
の
研
究
報
告
者
、
饗

庭
正
氏
（
高
槻
市
教
育
委
員

会
）
は
「
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
危
機
管
理
組
織
体
系

の
分
析
」
と
題
し
、
近
年
、

多
発
す
る
自
然
災
害
が
地
方

公
共
団
体
の
危
機
管
理
組
織

に
与
え
た
影
響
を
詳
細
に
分

析
し
た
。
「
今
ま
で
危
機
を

経
験
し
た
自
治
体
を
調
査
す

る
と
多
く
が
組
織
編
成
に
難

点
が
あ
っ
た
」
（
中
邨
章

『
自
治
体
の
危
機
管
理
―
公

助
か
ら
自
助
へ
の
導
き
方

―
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
２
０
２

０
）
と
の
意
見
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
最
初
に
全
国
７
９
２

市
お
よ
び
東
京
都
23
区
に
つ

い
て
、
２
０
２
０
年
か
ら
22

年
ま
で
の
３
年
間
に
組
織
に

具
体
的
変
化
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
の
調
査
結
果
を
報
告
し

た
。

　
全
国
８
１
５
の
団
体
の
43

％
に
当
た
る
３
４
８
団
体
に

変
更
が
あ
り
、
危
機
管
理
課

か
ら
危
機
管
理
部
に
昇
格
さ

せ
る
よ
う
な
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

は
15
％
に
当
た
る
１
２
３
団

体
に
及
ぶ
と
い
う
。
そ
の
中

で
も
、
近
時
大
き
な
自
然
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
中
国
地
方

を
見
る
と
、
平
均
を
上
回
る

変
更
や
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
次
い
で
饗
庭
氏
は
静
岡
県

袋
井
市
の
改
革
を
紹
介
し
、

組
織
の
変
更
や
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
の
背
景
に
は
相
次
ぐ
自
然

災
害
の
発
生
が
あ
り
、
市
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

強
靱
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
今

や
不
可
避
な
政
策
課
題
だ
と

し
、
従
来
の
組
織
編
成
で
は

機
能
し
な
い
た
め
の
機
構
改

革
だ
と
主
張
。
人
口
規
模
別

の
動
向
を
見
る
と
、
機
構
改

革
に
つ
い
て
政
令
指
定
都
市

・
中
核
都
市
は
平
均
値
以
上

の
機
構
改
革
が
行
わ
れ
て
お

り
、
被
害
想
定
も
大
規
模
で

危
機
意
識
が
高
い
と
評
価
し

た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
小

規
模
市
町
村
の
対
応
力
の
向

上
や
離
島
に
お
け
る
全
員
避

難
に
見
る
国
民
保
護
の
問
題

な
ど
、
来
た
る
べ
き
南
海
ト

ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下
地

震
、
富
士
山
大
噴
火
な
ど
に

備
え
る
べ
き
課
題
は
山
積
し

て
い
る
と
指
摘
し
た
。

引
き
こ
も
り
問
題

引
き
こ
も
り
問
題

再
考
再
考

　
宮
井
隆
氏
（
元
関
西
大
学

非
常
勤
講
師
）
は
「
亀
井
危

機
管
理
論
か
ら
み
た
引
き
こ

も
り
問
題
再
考
」
と
題
し

て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク

と
し
て
の
引
き
こ
も
り
問
題

に
つ
い
て
熱
弁
を
振
る
っ

た
。

　
同
氏
は
４
年
前
の
19
年
７

月
20
日
に
行
わ
れ
た
同
学
会

関
西
部
会
で
も
、
ほ
ぼ
同
様

の
題
名
の
研
究
報
告
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
回
は
亀
井
危

機
管
理
理
論
を
詳
細
に
紹

介
。
例
え
ば
、
い
じ
め
は
も

と
も
と
個
別
経
済
主
体
の
リ

ス
ク
管
理
の
範
疇
に
属
す
る

が
、
現
実
は
個
々
の
Ｒ
Ｍ
で

は
対
応
で
き
な
い
リ
ス
ク
が

生
じ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

結
果
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス

ク
と
な
る
た
め
、
個
別
経
済

主
体
で
は
な
く
社
会
全
体
と

し
て
の
リ
ス
ク
管
理
と
な
る

点
を
強
調
し
た
。

　
現
在
、
急
務
と
さ
れ
る
異

次
元
の
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
も
、
実
は
よ
り
高
次
元
の

引
き
こ
も
り
対
策
に
よ
り
解

決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

疑
問
を
投
げ
掛
け
た
。
引
き

こ
も
り
を
解
決
す
れ
ば
、
十

分
な
労
働
人
口
増
を
達
成
で

き
、
そ
の
結
果
、
若
者
の
結

婚
増
も
期
待
で
き
、
総
人
口

増
に
つ
な
が
る
と
し
、
そ
の

た
め
安
易
な
移
民
政
策
に
走

る
必
要
も
な
く
な
る
と
主
張

し
た
。

　
そ
の
上
で
、
自
分
の
身
近

な
人
び
と
に
生
じ
た
い
じ
め

の
問
題
や
引
き
こ
も
り
の
実

態
を
具
体
的
に
紹
介
し
、
解

決
に
つ
い
て
は
明
確
な
方
法

論
は
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
引
き
こ
も
り
解
消
に
向

け
た
強
行
的
な
介
入
も
必
要

だ
と
し
た
。
引
き
こ
も
り
問

題
は
、
若
年
層
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
中
高
年
層
に
も

広
が
っ
て
お
り
、
最
大
の
社

会
問
題
で
あ
る
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

犯
罪
リ
ス
ク
の
情
勢

犯
罪
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松
下
義
行
氏
（
元
大
阪
府

警
刑
事
部
長
・
警
視
監
、
元

関
西
国
際
大
学
学
長
特
別
補

佐
）
は
「
最
近
の
犯
罪
リ
ス

ク
の
情
勢
」
と
題
し
、
ま
ず

凶
悪
・
重
要
犯
罪
の
趨
勢
を

紹
介
。
そ
の
中
で
、
同
氏
は

全
刑
法
犯
に
つ
い
て
は
こ
こ

３
年
間
で
２
８
５
万
件
か
ら

60
万
件
に
激
減
し
た
が
、
殺

人
に
つ
い
て
見
る
と
無
差
別

殺
傷
事
件
な
ど
特
異
な
凶
悪

事
件
が
目
立
つ
と
報
告
し
、

京
都
ア
ニ
メ
事
件
、
大
阪
ク

リ
ニ
ッ
ク
事
件
、
安
倍
元
総

理
銃
撃
等
テ
ロ
事
件
に
見
る

よ
う
に
「
殺
人
は
減
っ
た
が

中
味
が
悪
い
」
と
慨
嘆
し

た
。

　
強
盗
に
つ
い
て
も
件
数
は

大
き
く
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
「
闇
バ
イ
ト
」
等
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
募
っ
た
連
続
強
盗
事
件

が
頻
発
し
て
お
り
、
社
会
不

安
を
あ
お
る
だ
け
で
な
く
、

高
校
生
・
大
学
生
な
ど
の
若

年
層
の
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な

犯
罪
減
少
傾
向
の
中
に
あ
っ

て
、
略
取
誘
拐
事
件
は
増
加

を
み
せ
、
猥
褻
目
的
で
女
児

の
拉
致
・
監
禁
事
件
が
増
加

し
て
い
る
と
し
た
。

　
次
い
で
特
殊
詐
欺
に
つ
い

て
は
、
認
知
件
数
お
よ
び
被

害
金
額
が
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
も
の
の
、
昨
年
は
件
数
・

被
害
額
と
も
増
加
し
た
点
を

強
調
し
た
。
手
口
別
に
は
、

「
還
付
金
詐
欺
」
が
27
％
と

最
も
多
く
、
多
額
被
害
の

「
お
れ
お
れ
詐
欺
」
も
依
然

と
し
て
多
い
と
い
う
。
ま

た
、
最
近
増
加
し
て
い
る
例

と
し
て
、
有
料
サ
イ
ト
の
未

払
料
金
請
求
等
の
「
架
空
料

金
請
求
詐
欺
」
を
挙
げ
た
。

一
件
あ
た
り
の
金
額
が
大
き

く
な
い
た
め
、
不
正
引
き
落

と
し
が
増
加
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
の
未

認
知
が
多
い
と
推
定
さ
れ
る

と
い
う
。

　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
近

年
急
増
し
て
お
り
、
児
童
相

談
所
に
通
告
さ
れ
た
児
童
の

数
は
14
年
の
２
万
８
９
２
３

件
か
ら
22
年
は
11
万
５
７
３

０
件
と
４
倍
に
増
加
し
て
い

る
。
こ
の
中
に
は
、
身
体
的

虐
待
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
精

神
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、

性
被
害
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
松
下
氏
は

「
児
童
虐
待
へ
の
認
識
は
ま

だ
十
分
で
は
な
く
、
社
会
全

体
で
『
子
ど
も
を
預
か
り
育

て
る
公
益
権
』
の
根
源
的
な

取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
」
と

強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、
同
氏
は
サ
イ
バ

ー
犯
罪
、
身
代
金
要
求
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
増
加
に
も
触

れ
、
某
国
の
ハ
ッ
カ
ー
集
団

か
ら
の
攻
撃
が
多
い
の
で
は

と
疑
問
を
投
げ
掛
け
た
。
国

連
等
で
は
某
国
の
ミ
サ
イ
ル

や
核
開
発
等
の
資
金
に
な
っ

て
い
る
と
分
析
。
最
大
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
の
日
本
は
昨
年
来

企
業
等
に
注
意
喚
起
を
発
出

し
て
い
る
と
述
べ
、
個
人
の

Ｐ
Ｃ
端
末
か
ら
シ
ス
テ
ム
全

体
に
至
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
の
強
化
、
早
い
認
知
と

初
動
対
応
の
備
え
が
必
要
と

主
張
し
た
。

非
正
規
労
働
者
問
題

非
正
規
労
働
者
問
題

　
清
澤
康
弘
氏
（
中
小
企
業

診
断
士
）
は
「
日
本
の
非
正

規
労
働
者
問
題
に
つ
い
て
―

持
続
可
能
社
会
実
現
を
目
指

し
て
―
」
と
題
し
て
報
告
し

た
。
自
身
が
団
塊
の
世
帯
の

生
ま
れ
で
あ
り
、
非
正
規
の

問
題
が
今
や
自
分
の
後
継
者

で
あ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
強

い
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な

い
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
論
題
を

選
ん
だ
と
披
露
。
非
正
規
労

働
者
問
題
は
岸
田
内
閣
の
政

策
「
異
次
元
少
子
化
政
策
」

や
「
新
し
い
資
本
主
義
」
に

大
い
に
関
係
が
あ
る
と
し
、

「
生
涯
非
正
規
の
ま
ま
で
は

ま
と
も
に
結
婚
で
き
な
い

し
、
そ
の
結
果
、
当
然
子
ど

も
も
産
め
な
い
。
し
た
が
っ

て
も
っ
と
非
正
規
に
関
心
を

持
つ
べ
き
だ
」
と
強
く
主
張

し
た
。

　
少
子
化
は
、
経
済
活
動
を

停
滞
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社

会
保
障
の
担
い
手
を
減
少
さ

せ
、
持
続
可
能
な
社
会
実
現

を
危
う
く
さ
せ
る
と
し
、
非

正
規
労
働
者
の
増
加
の
背
景

や
問
題
対
応
の
現
状
を
克
明

に
報
告
し
な
が
ら
、
ま
と
め

と
し
て
非
正
規
労
働
問
題
対

応
の
提
案
を
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。
「
非
正
規
労
働
者
の

増
加
は
冷
戦
終
結
後
の
経
済

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ
Ｔ
を
は

じ
め
と
す
る
技
術
の
進
展
や

人
び
と
の
意
識
変
化
を
背
景

と
し
て
お
り
、
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
で
あ
っ
て
、
特
に
日

本
に
お
い
て
は
硬
直
的
な
終

身
雇
用
環
境
が
正
社
員
中
心

で
非
正
規
社
員
に
厳
し
い
。

こ
れ
を
改
め
な
け
れ
ば
持
続

可
能
な
未
来
を
築
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自

立
心
や
企
業
社
会
の
意
識
変

化
、
個
人
の
リ
ス
ク
を
守
る

社
会
保
障
制
度
の
構
造
改
革

が
求
め
ら
れ
る
。
国
家
を
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
見
立
て

て
、
個
人
の
リ
ス
ク
感
性
を

高
め
、
最
後
は
そ
の
リ
ス
ク

を
国
家
が
支
援
す
る
考
え
方

を
基
本
と
す
る
国
家
や
社
会

の
あ
り
方
を
提
案
す
る
。
換

言
す
れ
ば
、
当
事
者
意
識
が

薄
く
な
る
税
負
担
感
を
改

め
、
自
ら
の
意
思
で
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
す
る
保
険
の
考
え
方

で
、
国
家
の
財
政
や
社
会
を

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
論
じ
た
。

　
次
い
で
、
上
田
理
事
長
が

今
回
の
研
究
報
告
の
ま
と
め

と
そ
の
重
要
性
や
必
要
性
、

有
用
性
を
披
露
し
、
特
に
研

究
報
告
が
極
め
て
熱
意
あ
ふ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
研
究
の

価
値
を
大
い
に
高
め
た
と
し

て
、
出
席
会
員
全
員
の
熱
意

の
盛
り
上
が
り
を
賞
賛
し

た
。

　
最
後
に
戸
出
正
夫
会
長

（
元
白
鴎
大
学
法
科
大
学

院
）
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
本

年
度
の
関
西
部
会
を
終
了
し

た
。

４
氏
が
幅
広
い
分
野
で
研
究
報
告

亀井氏

上田氏 戸出氏

山田氏

饗庭氏宮井氏

松下氏清澤氏

Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
２
０
２
３
年
度
関
西
部
会
開
催

自
治
体
の
危
機
管
理
な
ど
テ
ー
マ
に

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
：
理
事
長
・
上
田
和
勇
専
修
大
学
名
誉
教
授
）
は
７
月

15
日
、
大
阪
市
中
央
公
会
堂
大
会
議
室
で
、
今
年
度
の
関
西
部
会
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
開
催
し
た
。
当
日
は
亀
井
弘
明
氏
（
副
理
事
長
・
事
務
局
長
）
の
司
会
に
よ
り
、
上
田
和
勇
理
事
長
が
同
学

会
の
開
会
を
宣
言
。
山
田
秀
樹
氏
（
常
務
理
事
・
関
西
部
会
担
当
）
が
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、
４
氏
が
幅
広
い

分
野
で
研
究
報
告
を
行
っ
た
。


